
「私の世界を広げた音楽」 

 

私は、生まれつき聴覚障害があります。人の声も、音も全くない世界に生まれてきました。補聴

器をつけていますが、全ての音を聞き取ることはできません。でも私は音楽を聴くことが大好きで

す。耳が聞こえないのに音楽なんてわかるの？と不思議に思う人もいるでしょう。確かに聴覚障害

者の中には音楽が苦手な人が多いです。でも、私にとって音楽はなくてはならないものです。 

 私が音楽を好きになったきっかけは、あるドラマのテーマ曲でした。どうしてもその曲を聴きた

いと思い、初めて母に音楽を聴かせてと頼みました。そのとき、音楽ってこんなに楽しいものなの

かと、自分の世界がパッと明るくなった気がしました。それからどんどん音楽が好きになりました。

同時に、好きな音楽を全部聴き取れないのがくやしいという気持ちも強くなりました。とうとう私

は母に「どうして私は耳が聞こえないの？もし聞こえていたら好きな音楽を思う存分聴けるのに。」

と悔しさをぶつけてしまいました。すると、母は「耳の聞こえない子に産んでごめんね。」と涙を流

しながら何度も謝りました。けれど、こんなことを何回言っても母を苦しませるだけだ。私の耳は

治らないのだと泣きながら自分に言い聞かせました。それからは、気持ちを切り替えて音楽をより

良く聴ける方法を考えました。思いついたのは、母に音楽と同時に歌詞を指差してもらうことです。

すると前よりもずっと音楽を楽しめるようになりました。 

 この歌詞はどんな気持ちで書いたのだろう？この歌の世界はどんなだろう？と想像するのはとて

も楽しいことです。私の音楽の世界はさらに大きく広がりました。 

 高校生になると、自分の考えに自信が持てず、悩むことが多くなりました。人と関わりたくない、

学校に行きたくないと思う日も増えました。そんな時出会ったのがゴールデンボンバーの「らふぃ

おら」という曲です。この曲を聴くと、正解も間違いもないのだから、自分の想いを大切にして！

自信を持って！と背中を押されているように感じました。この曲は私の心の大きな支えとなりまし

た。このように、音楽には人の心を揺り動かす力があります。悩んだ時は答を出してくれます。落

ち込んだ時には元気づけてくれます。時には考えを１８０度変えてくれます。 

大好きなゴールデンボンバーのライブに初めて行った時、嬉しい驚きがありました。スクリーン

に歌詞の字幕がついていたのです！おかげで周りの人と同じようにライブを楽しむことができまし

た。字幕さえあれば母に頼らなくても、自分の好きな時に一人で音楽を楽しめるのです。音楽以外

にも、例えば、日本映画やアニメ映画、テレビの生放送やＣＭなど、全ての映像に字幕がつけば、

聴覚障害者も健常者も一緒に情報を得たり、楽しむことができます。でもそういう配慮はなかなか

普及しません。それは障害者がどういうことで困っているかを理解している人が少ないからだと思

います。聴覚障害者は見た目では困っていることが分かりにくいのでなおさらです。 

 障害者と健常者が共に活動することで障害理解が深まる－そう考えた私は、いろいろなことに挑

戦し始めました。昨年は一人で地域の高校に交流に行きました。一緒に授業を受けたり、休み時間

に筆談で話をしたりしました。また、別の機会には一般の高校生に交じって保育のボランティア活

動に一人で参加しました。そしてこの弁論大会にも参加しました。こういう活動を通して、私が出

会った多くの人に、聴覚障害について少しは理解してもらえたと思います。何より私自身が多くの

貴重な経験をすることができ、成長することができました。 

 私が音楽から得たもの、それは想像力、元気、勇気、そして行動力です。音楽は私の世界を大き

く広げてくれました。耳に障害があっても、ほんの少しの配慮で聴覚障害者の世界は大きく広がり、

豊かになります。私は、これからもいろいろな人との出会いを求め、自分の障害についてきちんと

説明したり、手話を学んでもらって手話でコミュニケーションを取ったりなど、積極的に働きかけ

ていこうと思っています。障害を正しく理解してくれる人が増え、健常者も障害者も関係なく、い

ろいろなことを楽しむのが当たり前の社会になるように、私は一歩ずつ前に進んでいきます。 

 

 

  


